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大学生翻译竞赛日汉互译组初赛试题

日译汉原文：
四世紀中国の「移民排斥論」
関中はもともと土地が肥沃で物産も豊か、灌漑が整い収穫も多い土地です。民衆が褒め称え、帝王が都とした場所であり、いまだかつて戎狄に住まわせてよい土地だという話は聞いたことがありません。民族が異なれば心も異なり、戎狄の振る舞いは中華と同じではありません。ところが、人口の減少を補うために彼らを移住させ、また役人も庶民も彼らをないがしろにしてもてあそんだので、怨恨の情は骨髄にまでしみわたりました。やがて人が増えると大胆になり、貪欲な性格に憤怒の情を加え、隙をみては暴虐をなすようになりました。国内にいるので防ぎようもなく、無防備の人を襲い、田畑の収穫を奪っています。ゆえに彼らはやりたい放題、いつ被害に遭うかは予測がつきません。こうなることは必然であり、すでにもう現実となっております。

三世紀の末、西晋がまだかろうじて統一を保っていた時代、陜西省一帯では匈奴と氐、羌が連合して大規模な反乱を起こした。これに危機感を覚えた江統（？～三一〇）は「徙戎論」（戎を徙すの論）を著して恵帝に奏上した。その主旨は中国人と異民族の共存は不可能であり、移民たちに移動中の食糧を支給して元の土地に帰らせよというものである。しかし、恵帝はこの提案を採用せず、まもなく西晋では八王の乱が起こる。三0四年には匈奴の劉淵が漢を建国し、三一一年の永嘉の乱で西晋は壞滅状態となる。

江統の予見はあたかも正しかったかのようである。しかし、西晋の時代、すでに関中の人口百万の約半分は移民が占めるようになっていた。江統はいう。秦の始皇帝は暴君の面もあるが、万里の長城を築いて匈奴を北に追いはらったことは正しかった。前漢が滅びると関中は荒廃して人口が激減し、後漢の時に将軍の馬援（前一四～後四九）が帰順した羌を関中においた。それから羌は中国人と雑居するようになり、しだいに人口を増やして華人を苦しめるようになった。鄧騭は羌と戦って大敗を喫し（一〇八年）、朱寵は羌の侵攻を洛陽の近くで防ぐ（一一一年）までになった。その後、馬賢や段潁といった将軍の活躍でしばらく小康状態を保ったが、朝廷の対策には一貫性がなかった。漢末になると関中は再び混乱に陥り、魏と蜀はそれぞれ戎狄を味方につけて戦った。魏の武帝（曹操）は夏侯淵を派遣して敵対する氐族を討ち、離散した部落を関中に移して蜀を防がせた。しかし、これは当座の措置というベきで、長期の利益になるものではない。今まさにその弊害を受けているのだ、と。

江統が自ら歴史を振り返るとおり、関中ヘの異民族の移住は漢代以来の長い時間をかけて進み、しばしば中国側の勝手な都合でおこなわれた。江統はすでに周囲の人々と議論を戦わせていたのであろう、この論文中には江統の提案を非現実的とする人の意見が載せられている。江統はそれにも反論を加えているが、そもそも関中に移民が増えた原因は人口の減少にあった。そうして人口の半分を占めるまでになった移民を強制送還した後に、はたして社会や経済は成り立つであろうか。江統の提案は単純明快であるけれども実現の見込みに乏しく、事態の解決に役立たないものであった。こののち社会再建の課題は、五胡十六国北朝の時代を通じて、むしろ移民の側の人々の主導で取り組まれることになるのである。
汉译日原文：
中国古典诗歌的文明基因与全球共振‌

湖北云梦睡虎地秦简上的《为吏之道》，揭示了先秦官吏用韵文记录行政规范的传统。这种将实用性文本诗化的倾向，印证了《尚书·舜典》“诗言志”的古老训诫。公元8世纪日本遣唐使抄录的《王勃集》残卷中保留着初唐诗人“海内存知己，天涯若比邻”的墨迹，证明汉字诗歌从诞生之初就具备超越地域的传播基因。

宋代文人将诗歌创作推向技术巅峰，江西诗派提出的“点铁成金”理论，主张通过改造前人诗句创造新意境。这种文本再生机制在东亚形成独特现象——朝鲜李朝文人的“集杜诗”将杜甫诗句重新排列组合，日本五山禅僧的“抄物”在汉诗旁标注训读符号，创造出跨语际的阐释空间。德国汉学家顾彬指出：“中国诗歌的意象密度远超西方十四行诗，每个汉字都是多维度文化符码”。

18世纪耶稣会士钱德明将《诗经》译为法文时，创造性使用亚历山大诗体对应“赋比兴”手法。这种跨文化转译在20世纪初达到高潮：庞德《华夏集》中，“青青河畔草”被解构为意象派宣言，李清照“寻寻觅觅”化作现代主义的精神寓言。2012年诺贝尔文学奖颁奖词称莫言“将民间叙事与历史幻觉相融合”，实质继承了楚辞《离骚》人神杂糅的叙事传统。

东亚汉字文化圈形成独特的诗歌对话系统。韩国《青丘永言》收录的“时调”虽用谚文书写，但结构明显受唐诗绝句影响；越南阮攸《金云翘传》用六八体诗改写中国明清小说，成为国民文学经典。这种文化变异现象印证了宇文所安“文本旅行”理论——诗歌在传播中不断获得新的文化身份。

故宫博物院《石渠宝笈》特展的AR导览中，王希孟《千里江山图》卷尾题诗随光影流动渐次显现。抖音·每日一诗·话题累计播放量达86亿次，95后用户用说唱演绎《将进酒》，在电音节奏中重现盛唐气象。更有开发者训练AI模型学习《全唐诗》32万首诗的格律规律，其生成的“数字律诗”通过图灵测试的比例达41%。

诗歌的实体形态也在发生突变。纽约大都会艺术博物馆的中国庭院装置，将王维“明月松间照”诗句转化为光纤与雾幕组成的沉浸空间。苏富比拍卖的NFT数字诗卷《兰亭集序》，通过区块链确权实现古典文本的当代艺术转型。这些现象印证了麦克卢汉“媒介即信息”的预言——诗歌正突破纸质载体限制，进化为多维度的感知体验。

柏林世界文化宫的“诗路”特展中，李白的《静夜思》被分解为485个德语单词悬浮空中，观众穿行时触发不同词语组合，形成跨文化的即兴创作。剑桥大学建立的“全球汉诗数据库”，运用GIS技术呈现杜甫诗歌中的地理位移，发现其15年间行走轨迹相当于绕地球赤道1.2周。

国际太空站的中国实验舱内，航天员王亚平通过天地链路朗诵苏轼《水调歌头》，在失重环境下诠释“不知天上宫阙”的宇宙视角。联合国教科文组织“世界诗歌日”特别会议上，中国诗人西川提出“新丝路诗学”概念：将张骞出使西域的开拓精神转化为跨文明写作方法论，该倡议已获38国诗人联署支持。

从安阳殷墟甲骨上的占卜韵文，到SpaceX龙飞船内飘浮的电子诗笺，中国诗歌始终保持着“观物取象”的本质特性。这种用有限符号构建无限意境的智慧，在量子计算时代展现出惊人前瞻性——正如《文心雕龙》所言“思接千载，视通万里”，诗歌不仅是文化遗产，更是破解文明密码的基因图谱。当马王堆帛书《黄帝四经》遇上脑机接口技术，当敦煌残卷中的佚名诗篇通过AI补全，我们或许正在见证人类集体无意识的新觉醒。
